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第１０回 自動運転導入検討会議 

 

１．開催日時  令和６年８月２１日（月）１０時００分～１２時００分 

 

２．開催場所  四日市商工会議所 ３階 大会議室 

 

３．出席者（敬称略） 

（委員） 

 四日市商工会議所 副会頭                下田 典史 

 学校法人みえ大橋学園 理事長              大橋 正行 

 名城大学理工学部社会基盤デザイン工学科 教授     松本 幸正 

 三重大学工学研究科 工学研究科長・教授        池浦 良淳 

 三重交通株式会社 専務取締役             久保田 重人 

 三岐鉄道株式会社 自動車部運行管理課 課長      伊藤 眞郷 

 一般社団法人三重県タクシー協会 北勢支部長代理    中林 広己 

 四日市港運協会 会長代行               後藤 孝富（代理出席） 

 三重県四日市建設事務所 道路課 課長代理       水谷 孝裕（代理出席） 

 三重県地域連携・交通部交通政策課 主事        前田 志穂美（代理出席） 

 四日市市 副市長                    舘  英次 

 

（オブザーバー） 

 インターネットＩＴＳ協議会 事務局長         時津 直樹 

 三重県四日市南警察署交通第一課 課長         田中 文美 

 中部地方整備局建政部都市整備課 課長         後藤 直紀 

 中部地方整備局三重河川国道事務所 事業対策官     稲本 恵一（代理出席） 

 中部運輸局交通政策部交通企画課 課長補佐       金森 幹雄（代理出席） 

 中部運輸局三重運輸支局 首席運輸企画専門官      小島 光洋 

 

（株式会社マクニカ） 

 スマートモビリティ事業推進部 部長          福田 泰之 

 

（事務局） 

 四日市市都市整備部都市計画課 課長          鈴木 淳 

 四日市市政策推進部政策推進課 主幹          河合 英孝 

 四日市市商工農水部商業労政課 課長           秦  昌洋 
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４．配布資料 

・事項書 

・出席者名簿 

・席次表 

・資料１ 第１０回自動運転導入検討会議資料 

・資料２ 自動運転の動向について 

 

５．副委員長挨拶 

 

６．議事概要 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、令和５年度自動運転実証実験について、まず説明させて

いただきます。 

 資料の１、第１０回の資料の３ページをお願いいたします。 

 こちらは、本市のこれまでの自動運転実証実験を取りまとめた表に

なります。本市では中心市街地における回遊性向上を目的に、中央通

り再編事業に合わせた自動運転の定常運行を目指しており、令和２年

度より自動運転の実証実験を行っております。令和２年度は、乗用車

タイプの車両を使い、近鉄四日市駅からＪＲ四日市駅間で実証実験を

行いました。また、令和３年度からは自動運転バス「ＮＡＶＹＡ Ａ

ＲＭＡ」を使い、実験を進めており、令和４年度からは、より実装を

見据えて長期間の実験を行っております。 

 技術的な検証としましては、令和４年度から信号協調や遠隔監視の

検証を進めており、今年度には、路車協調システムを活用した検証を

予定しております。 

 今後につきましては、令和９年度以降の中央通り再編事業完了と併

せて、定常運行の開始を予定しておりますが、定常運行後も引き続き

自動運転技術向上に向けた検証を進めていく予定をしております。 

 ４ページをお願いいたします。 

 こちらは令和５年度実証実験の概要になります。目的は、中央通り

での自動運転車両の実装に必要なインフラの検証を行い整備に反映

すること。自動運転の実装に向け必要なノウハウの蓄積を図ることに

なります。実験は、令和５年１１月１日から１９日の間行い、１１月

１８日と１９日にはＢ－１グランプリが開催されました。使用した車

両は、自動運転バス、「ＮＡＶＹＡ ＡＲＭＡ」と、自動運転小型モ

ビリティ「ＰＡＲＴＮＥＲ ＭＯＢＩＬＩＴＹ ＯＮＥ」になります。 

 ５ページをお願いいたします。 

 こちらは、自動運転実証実験に併せて行った、パーソナルモビリテ

ィの試乗会の概要になります。電動スクーターや電動アシスト自転車
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を、表に記載の期間試乗いただきました。 

 ６ページをお願いいたします。 

 こちらは、各モビリティの乗降場、走行ルートになります。自動運

転バスにつきましては、近鉄四日市駅からＪＲ四日市駅間を走行し、

その間の市役所前と裁判所前を含めた４か所を乗降場としました。ま

た、各モビリティの運行時間は表に記載のとおりとなっております。 

 ７ページをお願いいたします。 

 こちらは実証実験の結果となります。自動運転バスにつきまして

は、１１月５日に車両のトラブルがあり、１台は１２時以降運休、１

０日には、雨天のため１０時から１３時まで運休いたしました。また、

自動運転バスの延べ乗車人数は１,１９７人、自動運転小型モビリテ

ィは、延べ３３０人となりました。 

 ８ページをお願いいたします。 

 こちらは、試乗会の結果になります。試乗会につきましても、雨天

のため、一部運休とさせていただきました。また、各モビリティの延

べ乗車人数につきましては、電動スクーター７６人、電動アシスト自

転車１１８人、こにゅうどうレンタサイクル２０人となりました。 

 ９ページをお願いいたします。 

 次に、自動運転バスの検証結果についてご報告させていただきま

す。こちらは、自動運転バスの自動運転率になります。令和４年度は、

期間を重ねるごとに自動運転率は高くなりましたが、４週目は中央通

り再編事業に伴う工事により自動運転率が低くなりました。令和５年

度につきましても、令和４年度の４週目と同様に、工事の影響により、

全期間を通して自動運転率が低い結果となりました。 

 １０ページをお願いいたします。 

 こちらは、遠隔監視の結果になります。遠隔監視につきましては、

令和４年度は、４Ｇ環境下でカメラ映像や遠隔監視室からのアナウン

ス時に、通信状況が悪くなり、映像や音声が途切れるケースがあると

いった課題がございました。そのため令和５年度の実験では、ローカ

ル５Ｇ環境下で遠隔監視を行い、通信の途切れがなく鮮明であること

を確認しております。本検証ではカメラ１台で比較検証を行いました

が、特定条件下における完全自動運転レベル４を目指す中において

は、複数台のカメラを設置した車両が複数台同時に映像を送る必要が

あり、大容量のデータを送った場合でも途切れない通信環境を確保す

るためには、ローカル５Ｇが有効であると考えており、今年度の実証

実験にて検証を予定しております。 

 １１ページをお願いいたします。 

 こちらは信号協調の結果になります。信号協調につきましては、令

和４年度の実験で、信号情報をタブレットの画面に反映させるまでに
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最大１秒程度の遅延があるといった課題がありましたので、令和５年

度は、信号情報を取得するプログラムを変更したことにより、遅延が

解消されたことが確認できております。 

 今年度につきましては、信号のない交差点や横断歩行者のいる信号

交差点において、将来的に自動運転ができるよう、路車協調システム

を活用した検証を行う予定としております。 

 １２ページをお願いいたします。 

 こちらは運行頻度の結果になります。運行頻度につきましては、令

和４年度の実験で、近鉄四日市駅からＪＲ四日市間の移動において、

気軽に利用してもらうためには運行本数が不足していたという課題

があったため、令和５年度は、複数台走行させましたところ、平日は、

ＪＲ四日市駅側から近鉄四日市駅に買物へ行く際の移動や、電車の乗

換えなど、日常使いをしていただく方が多く見られました。今後につ

きましては、利用実態等を踏まえて、中央通りの実装に適切な車両台

数を検討していきます。 

 １３ページをお願いいたします。 

 こちらは実験のアンケート結果になります。自動運転バスに乗車前

と乗車後の安心感の比較につきましては、令和４年度と同様に、乗車

後の安心感が高まる傾向でした。また、令和４年度と令和５年度の乗

車前の安心感を比較すると、令和５年度のほうが高くなっており、こ

れは、実験を継続的に行っていることにより、社会受容性が高まって

いるものと考えております。 

 車両の乗り心地につきましては、令和４年度と同様に「良い」、「や

や良い」と回答した方が多い結果となりました。この結果は、自動運

転バスはＧＮＳＳといわれる、衛星を使った位置の特定と、ＬｉＤＡ

Ｒといわれるセンターを使用して自動走行いたしますが、令和４年度

の実験を踏まえまして、ＧＮＳＳが取得しにくい場所はＬｉＤＡＲの

みで走行するなどの対策を行い、令和４年度より安定して自己位置推

定ができたため、予測不能な急ブレーキが削減され、よい回答をした

方が増加したと考えております。 

 １４ページをお願いいたします。 

 中央通りの移動における自動運転バスの利用意向、四日市市での自

動運転実装に対する期待感につきましては、それぞれ高い数値となっ

ております。また、近鉄四日市駅からＪＲ四日市駅間での移動に対す

る費用感につきましては、１００円程度が６３％と多い結果となって

おります。実証実験に関するご意見につきましては、抜粋して記載さ

せていただいております。 

 以上が、令和５年度実証実験の報告になります。 
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副委員長 

 

ありがとうございました。 

 昨年度の実証実験の振り返りということでございますが、これに関

しましてご質問、ご意見等ございましたらお願いしたいと思います

が、いかがでしょうか。参加されてお気づきの点等々があれば、感想

も含めてご意見いただければと思いますが、いかがでしょうか。お願

いします。 

 

Ａ委員 

 

９ページの自動運転率ですが、当然、令和５年というのは、中央通

りの再編事業に伴う工事、青枠のところが低くなっていまして、これ

を除外するとどうだったかというデータはあるのでしょうか。 

 

Ｂ氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そのようなデータそのものは持ち合わせてはいませんが、私は令和

４年も令和５年も参加しておりまして、大体、令和４年度同等だと思

っています。一部、５％から１０％ぐらいは、まだまだ場所や時間帯

によって路上駐車がたくさんあったりですとか、あとはちょっとした

工事とか、昨日はなかったんだけど、今日はあったみたいな、そうい

うものがやはりあって、そうなると、自動運転というのは、走行ルー

トを設定しておりますので、ルート上に知らないものが、昨日はなか

ったのに今日はあるというところが、先ほどの５％から１０％になっ

ております。令和５年度は、そもそも工事が多かったですが、それを

取り除いたら令和４年度と同等か、少しだけ高いのかなという感覚で

す。 

 

Ａ委員 

 

ありがとうございます。やはり今おっしゃったように、同等か、そ

の後のほうがいいですよね。 

自動運転率が高かったというデータがあると、うれしいなというこ

とでした。ありがとうございます。 

 

副委員長 ありがとうございます。そのほかいかがでしょうか。 

 昨年度、運行はどこが行っていただいたのでしょうか。 

 

事務局 市内バス事業者さんにご協力願いましたが、時期的に、どうしても

観光のシーズンと重なるというところで、一部は、交通事業者さんに

運行していただきましたが、それ以外の日につきましては、そういっ

た運行を請け負っている事業者さんという会社のほうで運行してお

りました。 

 

副委員長 なるほど、だから、今回は保安員という形で乗っていただいたんじ

ゃないんですね。 
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事務局 

 

そうです。あくまでも運転補助といいますか。 

 

副委員長 

 

運転補助ということは、二種免許は要りますか。 

 

Ｂ氏 

 

必要ありません。白ナンバーですから不要です。緑ナンバーをつけ

て、お金をもらおうとすると二種免許が必要になってきます。 

 

副委員長 では、遠隔管理も二種免許は要らないんですね。そういう状況でや

っていたということね。 

分かりました。そうか、そこでも人手不足があって、実証実験さえ

も厳しくなってきているわけですね。もう、いち早く自動化しないと、

本当にまずいことになりますね。 

 

Ｂ氏 そうですね。 

 

副委員長 なるほど、実証実験さえ厳しい。まさに、この秋のベストシーズン

ですもんね。 

ありがとうございます。そのほかいかがでしょうか。ウェブ参加も、

何かあれば教えてください。 

今回、昨年度はいろんなモビリティも今まで以上にバラエティに富

んだものがありましたが、これの反応はいかがでしたか。 

 

Ｂ氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自転車やバイクの試乗会、あと、自動運転小型モビリティがありま

した。自動運転小型モビリティは、動く自動ベンチみたいな形です。

やはりこういったモビリティは、コンテンツに合わせてというか、場

所に合わせて実装すると、私は商店街のイメージでしたが、Ｂ－１グ

ランプリを行っているようなところでゆっくり走るような、そういう

ものというのが非常に有効的だったかなと思います。 

試乗会はスクーターとか、ちょっと変わった自転車とか、これ、私

も試乗させていただきましたが、結構面白いと思います。こういうも

のがあってもいいのかなと思いました。変わった自転車で、大きい荷

物を運べる自転車とかがありましたが、この車両で、四日市のまちな

かで配送とかができるのではないかなと思いながら乗っていました

が、今回は、乗れる場所が限定されていて、市役所の前だけだったの

で、もう少し乗れる範囲を広げて、かつ、そういうものが乗れますよ

っていう、何かサービスとして、アプリでもいいですが、そういうも

のがあると、もっと活用される方が増えるのではないかというふうに

私は感じました。 

乗り物自体はいろいろなものがあって、すごくいいと思います。こ
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Ｂ氏 

 

 

れが、将来的に使っていただけるかどうかというのは、四日市さんの

中にいろいろなコンテンツがありますので、場所もそうですし、イベ

ントとかをやっているときに、こういうものは役立つよねと、そうい

うものに合わせて、モビリティって選択して、提供してあげられると

いう、そういう仕組みづくりというのは必要なのかなと思いました。 

 

副委員長 ありがとうございます。どうぞ、お願いします。 

 

Ａ委員 それに関連してお尋ねしたいのですが、実証実験の乗車人数と、今

の試乗会の乗車人数ですが、大体、見込みというか、これぐらいの想

定というものと比べるとどうなっていますか。ある程度乗ってもらっ

たなという実感はあるのでしょうか。 

 

Ｂ氏 そうですね。土日に関しては、予約はほぼ埋まっていまして、飛び

込みで乗れない方も結構いらっしゃったので、想定以上に乗られる方

が多いのかなという印象です。 

平日は結構、乗っていらっしゃる方が、まだ少ない印象がありまし

て、人はそれなりに、近鉄とかを見ると人が多い印象ですが、恐らく、

目的が少し違っていて、仕事で来られている方が多いのかなというこ

とで、あまり自動運転に乗ってＪＲのほうに行く用事がないのかなと

いうところもあって、平日はもう少し、何かあればいいのになと思い

ながら見ていました。 

 

副委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ありがとうございます。最初に言われた、いろいろな交通手段、い

ろいろなモビリティが出てきて、それらがそれぞれの特性を活かした

ところに配置されて使われる、そんなことができていくといいですよ

ね。今までは、本当に限られた手段しかなかったんですが、今、こう

いう時代になって、本当にいろんなものが出てきておりますので、速

かったり遅かったり、安定していたり安定してなかったり、電気だっ

たり電気じゃなかったりとか、いろいろなもの出てきますので、そこ

をいかに組み合わせていくかということかなと思っています。 

今、多様性とよく言われますが、本当にいろんな方々にいろんな手

段が提供されて、誰もがまちの中を自由に歩けるような環境ができて

いくという、そういう姿がこういった手段によってできていくんだな

というのを感じております。まずは、それを皆さんに一歩一歩確かめ

ていただいているということかなと思っています。 

そういう意味では、本当に多様な方に使っていただくといいですよ

ね。ぜひ、今後いろいろな方に使っていただけるような、子どもから

お年寄り、足腰が弱い方、そして障がいをお持ちの方も含めて体験い
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副委員長 ただく、そんな機会もつくっていただくとよろしいかもしれないです

ね。ありがとうございました。そのほか、いかがでしょうか。 

ちなみに、トラブルとか特になくてということでよろしかったです

か。ご報告いただいておりますが、全部滞りなくという感じだったん

でしょうか。 

 

Ｂ氏 そうですね、トラブルは一度だけ、資料８ページ目に記載させてい

ただいておりますが、半日だけトラブルが発生しまして、運用面のい

い事例となりましたが、近くの自動車整備会社さんにもご協力いただ

き、半日で補修をさせ復旧をさせたという事例はございました。 

 

副委員長 そうですよね。予期せぬ故障等が起きたときに、大至急それを復旧

させないといけないと、ところが自動運転の車両というのは普通の整

備工場ではいじっていないので、なかなか急な対応ができないと。し

かし、急遽やっていただけたということで、これはやはり、こういう

ノウハウの蓄積によって、今後、実運行になったときにも対応が可能

になっていくということですよね。 

 

Ｂ氏 そうですね。ですから、地元の整備会社さまというのは、一緒に協

力させていただいて進めるというのは非常に重要でして、今回もご紹

介いただいた整備会社さんと定期的に意見交換、あと実証実験中も整

備のご支援をいただいておりますけれども、今年度もそういうような

形でお願いして、やっていきたいと思っております。 

 

副委員長 なるほど、ありがとうございます。ご紹介をいただいたということ

で、やはり、地元にネットワークをつくっておくって大事ですね。あ

りがとうございました。 

そのほか、いかがでしょうか。交通事業者さん、なかなか人手が足

りなくて協力いただけないということですけど、何か、もしありまし

たら。 

 

Ｃ委員 時期的に、やはり観光の繁忙シーズン行われているので、どうして

も乗務員を出すというのは厳しいので、その時期を避けていただけれ

ばもう少し協力はできるのかなというところで、特に今年は、２０２

４年問題というのがかかってきていますので、かなり厳しい状態が続

いているというのを四日市さんもご承知いただいていますので、弊社

としても、もっと乗務員ですね、何とかしていきたいなとは思ってい

ます。 

以上です。 
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副委員長 ありがとうございます。そうですよね、２０２４年問題で今年度は

さらに厳しいんですね。だから、今年度は全く期待できないというこ

とですね。じゃあ、市としては、そういう体制を今検討中ということ

ですね。ありがとうございます。 

 

Ｄ委員 ありがとうございます。先ほど、Ｃ委員からもお話があったとおり

でございまして、労働力不足は私どもも非常に悩んでいる事業者の一

人でございますので、自動運転には非常に期待しているところも大き

いんですけども、できる限りの協力をさせていただきたいと思ってお

りますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

以上でございます。 

 

副委員長 ありがとうございます。お気持ちはあるというのはよく分かりまし

たので、ただ、現実はなかなか厳しい。いろんな諸般の状況というの

も、それも皆さん理解いただいていると思います。ありがとうござい

ました。 

そのほか、皆様方よろしいでしょうか。 

ありがとうございました。これは、今年度の実験の内容にも関わる

ところがあるかもしれません。そのときにまた振り返りができればと

思います。 

では、次の議題に移りたいと思います。（２）令和６年度自動運転

実証実験についてということで、事務局からご説明をお願いいたしま

す。 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 それでは説明させていただきます。 

 １６ページをお願いいたします。 

 こちらは、令和６年度自動運転実証実験の概要になります。期間は、

令和６年１１月６日から２７日の間を予定しております。また、使用

する車両は、「ＮＡＶＹＡ ＥＶＯ」と、「ＮＡＶＹＡ ＡＲＭＡ」を

各１台、運行時間は１０時から１６時３０分、走行ルートは近鉄四日

市駅西側を予定しております。 

 １７ページをお願いいたします。 

 こちらは自動運転バス「ＥＶＯ」と「ＡＲＭＡ」の比較になります。

「ＥＶＯ」はレベル４対応、「ＡＲＭＡ」はレベル３対応の車両とな

っておりますが、走行環境条件次第で、どちらの車両でもレベル４取

得が可能です。「ＥＶＯ」のほうがセンサー数が多いこともあり、「Ａ

ＲＭＡ」よりも適用条件が広いという意味で表記を分けております。 

 １８ページをお願いいたします。 

 こちらは、走行ルートの案になります。今年度は、近鉄四日市駅東
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

側の工事が本格化していることもありますので、近鉄四日市駅西側で

の検証を予定しております。乗降場につきましては、近鉄四日市駅、

ユマニテクプラザ、文化会館南が２か所、あと、市民公園の計５か所

を予定しております。 

１９ページをお願いいたします。 

 次に、検証内容についてご説明させていただきます。令和５年度の

検証結果から、遠隔監視については、複数台のカメラを設置した車両

が複数台同時に映像を送った場合の通信状況の検証、また、交差点の

走行につきましては、信号のない交差点や横断歩行者のいる信号交差

点において、将来的に自動運行ができるよう、路者協調システムを活

用した検証が必要であるというところで、これを踏まえて検証を行い

ます。 

 ２０ページをお願いいたします。 

 遠隔監視につきましては、２台の車両に各４台のカメラを設置し、

ローカル５Ｇ環境下での通信状況の検証を行います。遠隔監視室につ

きましては、ユマニテクプラザ様をお借りする予定です。 

 ２１ページをお願いいたします。 

 路車協調システムにつきましては、位置図①のトナリエ北西の交差

点と、②の近鉄四日市駅西側の交差点で行う予定をしております。路

車協調システムの流れとしましては、路側センサーが人や車両を検知

し、その情報をサーバーへ送り、自動運転バス内のモニターに表示さ

れ、それを運転士が目視で確認し、通行可能かを判断するための補助

機能として実証を行います。 

 ほかにも、閉鎖空間にはなりますが、レベル４相当の検証をさせて

いただきたいと考えており、候補地の検討を進めているところでござ

います。 

 ２２ページをお願いいたします。 

 自動運転の実験に併せて電動キックボードの試乗会を予定してお

ります。車両はＢＲＪ社の「ＢＩＲＤ」という車両を予定しておりま

す。この車両は、特定小型原動機付自転車であり、１６歳以上の方は

運転免許証不要で乗車できます。また、車両はジオフェンシング機能

というものを搭載しており、特定のエリアを走行禁止に設定すること

により、試乗エリアを超えると車両が自動で停車する仕様となってお

ります。また、試乗会の期間中には三重県警察様による講習会も行っ

ていただく予定をしております。 

 以上が、令和６年度実証実験の説明になります。本日時点では、調

整中のところが多くございますので、いただいたご意見をもとに今後

調整を進め、１０月上旬には皆様に改めて実証実験の内容を報告させ

ていただきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 
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副委員長 ありがとうございました。今年度、現段階で考えている実証実験の

内容ということでございますが、まだまだこれから検討を進めていく

ということですので、もし、こんなこともやってはどうだとか、こう

いうこともできるのではないかといったご意見もあればお願いした

いと思います。ご質問も含めまして、いかがでしょうか。 

 

Ｄ委員 

 

失礼いたします。資料１８ページの、令和６年度の実証実験の走行

ルートに関してですが、まず、お聞かせいただきたいのが、今年使う

車両は、昨年度の実証実験で使った車両よりも随分と性能等は向上し

ている車両でしょうか。これが１点です。 

２点目は、四日市の西口のバスロータリー内に入っているような図

面に感じますが、ここまで乗り入れる理由といいますか、そういった

目的のようなものをお聞かせいただければと思います。 

 

Ｂ氏 

 

 

 

１番目の性能に関しましてお答え申し上げます。自動運転そのもの

に関しましては、先ほどのお話のとおり、センサーが全体的に増えて

おります。そういう意味では、障害物を認識する精度ですとか、そう

いったところが改善しておりますので、自動運転側から見たら、新し

い車両のほうが性能は上がっていると。あとは、車そのものとしての

性能に関しましては、劇的な改善があるわけではなくて、細かいとこ

ろで馬力が少し上がっているとか、また、エアコンを使うと実はバッ

テリーの消費が非常に早かったりですとか、そういうところというの

は、新しい車両では改善しているような状況になっておりますので、

全体として考えると、以前の車両と新しい車両という意味では、改善

が施されているというようなイメージで持っていただければと思っ

ています。 

 

事務局 ２つ目の、近鉄四日市駅の西口のロータリーまでへ乗り入れるとい

うところにつきましては、将来的な乗り継ぎというところも考えた中

で、なるべく駅から近い位置で乗降できるのが一番いいかなというと

ころで、このロータリーの中の、ちょうどファミリーマートがあるあ

たりの前のところで、乗降ができるようなかたちで、今考えさせても

らっております。 

 

Ｄ委員 

 

 

 

 

ありがとうございます。私ども路線バスとしまして、この西口を毎

日のように運行していますので、先ほど、令和５年度の実績報告の中

で、少し状況が変わると自動運転率が下がるというようなお話があっ

たかと思いますが、非常にこの西口、皆様もご存知だとは思いますが、

路線バスだけではなくマイカーの送迎であったり、タクシーさんも入
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Ｄ委員 って見えますし、常に状況が変わっている場所でありますので、昨年

と性能が変わっていないということであれば、自動運転率というのは

非常に低いものになるのではないのかなと思いましたので、聞かせて

いただきました。参考までにご検討いただければと思います。 

 以上でございます。 

 

Ｂ氏 おっしゃるとおりだと思います。西口のロータリーは非常に出入り

が激しいので、自動運転側から見ると、マニュアル走行になる確率が

高いですし、恐らくですけれども、人もつけて誘導しないと、まだま

だ難しい場所なのかなという認識を持っております。将来的に、そう

いう混在する区間というのは、今日本でいろいろな議論をしています

けれども、自動運転の車両が通る道とほかの車両が通る道は、色とか

で分かれるようになっていれば、多少、自動運転にとっても走行しや

すい場所になると思いますが、今の走行環境、道路環境で、西口のロ

ータリーで自動運転のバスを走らせようとすると、自動運転率はご想

像のとおり非常に低いものになるんじゃないかなというような想像

ができますという状況です。 

 

副委員長 ありがとうございます。自動運転の限界というのもありまして、こ

こでの自動走行というのを今回目指すというよりは、交通結節という

ことの可能性を探っていこうと。その中で、将来的には、レーンの分

離とか、そういったことも含めながら、インフラ側の調整も含めなが

ら可能性を探っていこうと、そこの第一歩ということですね。ありが

とうございました。そのほか、いかがでしょうか。 

今回この路車協調というのが特に新しく入ったと考えればよろし

いですか。 

 

Ｂ氏 そのようになります。 

 

副委員長 今回は、信号協調は入れないのでしょうか。 

 

Ｂ氏 そうですね。昨年度、一昨年度、信号協調をさせていただいており

ますが、３週間やりまして、また外してしまいます。信号協調は、新

しい取り組みがありませんので、自動運転がしっかりと走れるように

なるという観点、視点に立って考えると、今回は、路車協調の検証を

行うことが第一なのかなというところで、現時点では、路車協調だけ

というような記載にさせていただいております。 
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副委員長 今回、大きな交差点もないので、必ずしも信号協調を必要としない

というところもありますよね。 

 

Ｂ氏 はい。 

 

副委員長 そして、この路車協調で①と②がございますが、①は横断歩行者を

検知する、あるいは直行する側の自動車の検知もするのでしょうか。 

 

Ｂ氏 ①はそうなります。 

 

副委員長 ②の場合は何を検知するのでしょうか。 

 

Ｂ氏 これはどちらかというと歩行者です。ここは、横断歩道を渡られる

方が多いためです。 

そうすると、横断歩道の手前から人が、横断歩道を渡る人もいれば、

渡らずにそのまま市民公園のほうへ行かれる方もいらっしゃるんで、

そこを見ながらになります。 

安全に、どうしたら渡れるかというのを、データを取って検証する

という目的が②です。 

①は我々も見に行きましたが、死角が多いポイントのため、ここを

走る場合には、そういった路車協調というのは絶対に必要だよねとい

うところで設定させていただいております。 

 

副委員長 なるほど、ありがとうございます。 

確かに②のところは、歩行者もありますが、自転車もありますので。 

 

Ｂ氏 おっしゃるとおりです。 

 

副委員長 自転車は早く来ますよね、左折しようとするとすっと来ますので、

そういうのをしっかりと検知できるような、あるいは検知ができるの

かの検証をしてもらうということですね。 

 

Ｂ氏 はい。 

 

副委員長 

 

 

 

 

そのとおりだと思います。そういった新しい取組が行われるという

ことですが、技術的には非常に重要ですし、こういったプロセスを踏

まないことには自動運転は実現できませんが、市民の方からすると、

地味とは言いませんが、何が新しくなったんだろうという気がします

が、その辺、やはり市としてどのように市民の方々に期待を抱いてい
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副委員長 ただくかって大事だと思いますが、どんな感じで、市としては広報、

あるいは売込みを考えていくということをお考えでしょうか。 

 

事務局 そうですね、なかなか目に見えて、新しく行う部分というのが、市

民の方には分かりづらい部分もあるのかなとは思いますが、今回、今

まで走っていない西側を走るというところもございますので、昨年度

まで近鉄の東側を走っていると、西側に住んでいる方については、あ

んまり目にする機会もなかったかなというところもありますので、今

回、ルートを変えることで、西側に住んでいる方にも、自動運転を実

験して進んでいるんだよというところを認識していただけるのかな

と思いますし、車両につきましても、見た目はそう大きく変わらない

ですが、より高度な技術を持った車両を今回入れるということで、そ

ういったところを広報の中でＰＲできたらなと考えております。 

 

副委員長 ありがとうございます。恐らく２点の説明の仕方というのか、ＰＲ

が重要だなと思っていまして、まず１つは、実証実験に際して、今回

こんな新しい取組をやりますよということを市民の方々に知ってい

ただく。これは、いわゆるイベントのチラシ的なところで、何が新し

くて、そして期待いただけるかというところをしっかりと説明すると

いうのが１点。 

もう１点は、ご乗車いただいている方々に、その都度その都度、説

明をしっかりするというのは大事だなと思っていまして、私もいろい

ろなところの自動運転を乗らせてもらっていますが、説明の仕方によ

って全然違います。こんなにすごいことをやっているんだ、今こうな

ったんだというのが分かるところもあれば、ただ単に乗っていただく

だけ、そうすると何も分からないですよね。確かに自然に乗れて、乗

り心地がよかった、急ブレーキがかかった、何だったというのはあり

ますが、そもそも、そこでどんな工夫がされていて、何をやられてい

るかというのは、説明いただかないと分からないですよね。実は、こ

れってすごく大事だなと思っていまして、多分、そういったところを

ちゃんとご説明いただけるような工夫もしていただくといいなと思

っています。 

一方で、自動運転の運行をされる方々は、それどころじゃなくて、

そんな時間もなかったりもするので、やはりそこにプラスアルファの

ご協力をいただきながら、そこの説明をしっかりしていただくといい

かなと思います。そうすると理解も深まってくるし、昨年とは違うん

だというところも分かっていただけるかなと思いますので、すいませ

ん、要望ですが、そんなことをしていただくと、より喜んでもらえる

んじゃないかなという気がしました。 
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 そのほか、いかがでしょうか。では、支局さんお願いします。 

 

Ｅオブザーバー ありがとうございます。 

資料の１８ページを拝見しますと、今回のルートですが、左のほう

の文化会館南のほうから走っていきますと、市民公園の乗降場を通っ

て、北上して、①の路車協調システムのところを通って、また市民公

園の乗降場の前を通って四日市駅の西口に入っていくようなコース

になっているかと思います。昨年度ですと、利用者の方からすると、

近鉄四日市駅とＪＲ四日市駅を結ぶ、ある意味では最短経路で結んで

いくようなルートだったかと思いますが、今年度、この走行ルートを

拝見しますと、利用者の方からすると、市民公園のところを２回通る

ような形になって、かつ、①のほうには特に乗降場もないように見受

けられるものですが、技術的な検証で、こういったルート設定になる

のかなとは思いますが、利用者の方にとっては、乗っていただくこと

自体を１つの楽しみにしていただきつつも、こういうルートになって

いるということは、何かしらご説明いただけると、利用者の方の、例

えば満足感だとか納得感にもつながっていくのかなと感じましたの

で、申し上げさせていただきました。 

以上になります。 

 

事務局 ご意見ありがとうございます。そうですね、確かにこのトナリエを

周るルートにつきましては、乗降場もなくて技術的な検証というとこ

ろが主目的にはなりますが、まだまだ利用されてない、乗ったことも

ない方もたくさん見える中で、ある程度楽しんで乗っていただくとい

うところも考えて、このルートについても、きちんとこういうルート

でするんだというところは、十分ＰＲできたらと思っております。 

 

副委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どうもありがとうございました。おっしゃられるとおりだと思いま

すので、単なる移動手段として使うとなると何でだということになり

ますから、そう思われないように、それからここを大回りしても楽し

めるような工夫、ぜひしていただくといいかなと思っています。 

どこかの自治体で路車協調のコースをつくったときに、「カメラが

ありますので、皆さん探してみてください」と言われたことがあって、

一生懸命探した覚えはありますが、あるところはちゃんとしたカメラ

で、あるところはスマホが置いてあったりもしたりして、スマホでも

やれるんだなんていうのもありましたけれども、何でもいいのです

が、楽しみがあるといいなと、確かに思いました。特にお子さんなん

かに乗っていただくときはそういうのがあり得るなと思いました。あ

りがとうございます。 
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副委員長 そのほか、いかがでしょうか。お願いします。 

 

Ａ委員 去年はＢ－１グランプリがあったということですが、今回は文化会

館のほうに行くルートなので、文化会館でのイベントと連動すると

か、そういうお考えは今のところはないんでしょうかということと、

これは多分、後で変えられるんじゃないかと思いますが、文化会館南

という乗降場所が２つあるのは、混乱のもとではないかなと思いま

す。 

以上です。 

 

事務局 ありがとうございます。 

まず、今のところ、文化会館のイベントと連動してというよりは、

この期間の中で、文化会館でそういったことがあれば、使っていただ

けるというぐらいの形では考えておりますが、今回、ちょうどこのユ

マニテクプラザさん前の辺りで、キッチンカーを出して賑わいをつく

るというイベントのようなところも並行して検討中でして、そういっ

たところと合わせて自動運転を使ってもらえるような、人が集まって

くるような取組ということで考えてございます。 

文化会館南の名前につきましては、ここが今、路線バスの名前とし

て文化会館南ということになっていますので、それと混乱しない、そ

こと同じ場所で停めさせてもらいますので、こういう形で今は考えて

おります。 

 

副委員長 ありがとうございました。 

そのほか、よろしいでしょうか。最後の電動キックボードですが、

こういう電動キックボード、もちろん電動キックボード自体は、四日

市はまだ実証実験をやっていませんでしたよね。そういう意味では、

非常に新しい取組でいいなと思いつつ、お年寄りはなかなか、立って

乗るということに抵抗があるので、最近、電動キックボードも座るタ

イプのものがあるので、ＢＲＪ社さんが持っているのかどうかは知り

ませんが、先ほど多様性という話もしましたが、お年寄りにも使って

いただくような、そのようなことも検討いただくと、本当に多くの

方々にいろんな手段を使っていただくというところにも合致するな

という気がしましたので、もちろんいろんな制約はあると思います

が、ご検討いただければと思います。ありがとうございました。 

 では、次の議題に移りたいと思います。四日市版ＭａａＳという

ことでご説明をお願いいたします。 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは説明させていただきます。２４ページをお願いいたしま

す。 

本市では、各交通サービスのシームレスな連携による利便性の向上

や、民間サービスと交通サービスの連携によるまちなかの回遊性の向

上を目的に、四日市版ＭａａＳの構築を進めており、令和５年度の実

証実験の結果と今年度の実証実験概要についてご説明させていただ

きます。 

２５ページをお願いいたします。 

こちらは、令和５年度実証実験の概要になります。令和５年度は、

回遊性の向上、にぎわい創出、モビリティ利用機会の提供、地域認知

度の向上を目的に、自動運転実証実験と同期間、ＭａａＳシステムを

活用したデジタルスタンプラリーを行いました。 

２６ページをお願いいたします。 

ＭａａＳシステムの機能には、三重交通様のバスや自動運転バスの

位置情報の表示や、Ｇｏｏｇｌｅマップと連動する経路案内などを提

供いたしました。 

２７ページをお願いいたします。 

こちらは実証実験の結果になります。デジタルスタンプラリーの総

参加者数は１７４人となりました。実験の成果としましては、デジタ

ルスタンプラリー企画により、中央通り周辺の回遊性向上やモビリテ

ィ利用機会の提供、地域認知度向上については有用性が確認できたこ

となどが挙げられます。 

その一方で、課題としましては、チラシやホームページなどを活用

した広報活動を実施したものの、参加者は目標値である３００名に届

かず、中央通りの来場者数を増加し、にぎわいを創出するためのきっ

かけづくりとしては不十分であったことが挙げられます。 

このような結果を踏まえ、参加者を増やすためには、中央通り来訪

の動機づけとなるインセンティブの提供、魅力的なコンテンツの提供

と組み合わせて実施することが重要であると考え、対象地域に立地す

る商店街などの民間サービスとの連携や、地域交通や商店などの地域

サービスとの連携を強化するため、ＭａａＳシステムの仕様やデータ

プラットフォームとの連携の考え方等を再整理することとしており

ます。 

２８ページをお願いいたします。 

こちらは令和６年度実証実験の概要になります。今年度は、自動運

転実証実験と同期間で、デジタルポイントラリーの実施を予定してお

ります。 

２９ページをお願いいたします。 

次に、自動運転実証実験との連携につきまして、ご説明させていた
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事務局 だきます。本市では、中心市街地のスマート化に向けて、「四日市ス

マートリージョン・コア推進協議会」を設立し、令和４年３月に「ス

マートリージョン・コア実行計画」を策定し、スマート化を進めてお

ります。その中の１つとして、スマート化の取組状況等に関する情報

発信に向けてポータルサイトを公開しており、この中に、資料の四日

市市デジタルマップがございます。このポータルサイトに掲載されて

いる四日市市デジタルマップに、目的地情報と移動手段など、Ｍａａ

Ｓ機能を一元的に表示することとしており、自動運転バスの予約シス

テムや経路手段などは、デジタルマップと疎結合させることとしてお

ります。 

今年度の実証実験では、このデジタルマップに、四日市データプラ

ットフォームを経由して、三重交通様や自動運転バスの動的情報であ

る走行位置の情報や、駐車場の満空情報の提供を予定しております。

デジタルマップ上から自動運転バスを含めた経路探索や、自動運転バ

スの予約ができるようにします。また、昨年度の実証実験にて、自動

運転バスのリアルタイムの空き情報の提示についてご意見をいただ

きましたので、これを踏まえて、自動運転の「満・混雑・空」の３段

階で情報提供する予定をしております。 

以上が、四日市版ＭａａＳの説明になります。 

 

副委員長 

 

ありがとうございました。ということでございますが、これに関し

まして、ご質問、ご意見等ございましたらお願いしたいと思いますが、

いかがでしょうか。これはアプリなんですか。 

 

Ｂ氏 ウェブアプリです。 

 

副委員長 分かりました。ウェブにアクセスをして、そして位置情報だとか、

あるいはデジタルポイントラリーとかに参加できるようになるとい

うことですね。 

 

Ｂ氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

おっしゃるとおりです。いわゆるマップみたいなものが出てきます

ので、そのマップで、四日市の中にこういうものがあるよ、ああいう

ものがあるよ。今年度ですとデジタルポイントラリーやっているよ。

今回ですと公共交通、三重交通さんのバス、今ここを走っています、

自動運転はここを走っています。予約はこちらからとか、非常に、将

来のこういう姿を考えた場合には、様々なものが入ってきますが、先

ほど副委員長がおっしゃったとおりで、来た人にどう認知させるかと

いうのが重要だと思っていて、あそこにあんな乗り物があるんだと

か、乗り物だけではなくて場所もそうですし、お店もそうですし、そ
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Ｂ氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

ういうものをいかに、住民の方もそうですし、来た人に認識してもら

う手段は何なのかという形で考えた場合の１つの形として、今、四日

市版ＭａａＳと呼んでいますけれども、まちなかアプリじゃないです

けれども、そういう取組のもとで、今段階的に進んでいて、駐車場の

満空情報というのも、結構車で来る人、多いよねというような前提が

あって、そうすると、くすのきパーキングという大きい駐車場なんか

も四日市さんにはありますから、そうすると、皆さんにそこに来てい

ただいて、様々な乗り物があるので、あまり近いところで、車で移動

されずに、こういうアプリを使って、いろいろな乗り物がありますの

で、そこでいろいろなところに行っていただいて、また帰るときは、

電車の方は電車ですし、バスに乗って帰る方はバスですし、車に乗っ

て帰られる方はそこの駐車場から帰っていただくと、そうすること

で、公共交通の利用も増えますし、そういうものをイメージしながら、

今進めております。 

 

副委員長 ありがとうございます。そういう形で皆さんにアクセスいただくと

いいなと思いますが、この間、商店街を歩いていましたら、ＱＲコー

ドで、まちの何か、すいません、はっきり分からないのですが、商店

街に立て看板、ＱＲコードがあって、それにアクセスすると、イベン

トの情報か何かにアクセスできるようなものがあって、面白いなと思

ってアクセスしたら、商店街のイベントの情報が入っていたと思いま

すが、それが１つだと思います。駅、駐車場、バス停にＱＲコードを

貼って、そこへアクセスすると、何かお得だとか、楽しいだとか、そ

ういうものを出しておくと。まず、来た人は、そこでアクセスしてい

ただく。そしてこの四日市版ＭａａＳにつながっていくという入り口

がいいなと思います。あと、商店街のいろんなところにそのＱＲコー

ドを貼っていただければ、その日はみんながまず、来たらそこでアク

セス、そうすると何かいいことがあるみたいになっていいんじゃない

かなという気はします。今、ＱＲコードって本当に便利ですよね。そ

して、多くの方々にこの便利さを実感いただければいいなと思いま

す。 

それから四日市というと、外からですと、工場、港のほうの、何て

言いましたか。ナイトクルーズじゃないですけど、あれはすごく有名

だと思いますが、それは、この期間で開催されていないんですか。 

 

Ｆ委員 されています。 

 

副委員長 それとの連携というのは全くないのでしょうか。もう１つ、自動運

転バスって夜は走らないのでしょうか。 
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Ｂ氏 夜は走れます。本年度も、夜やる場所は、別の地域ではありますの

で、物理的に走れるか走れないかというと、走れます。 

副委員長 

 

 

今年は西側だけしかやらないので、難しいかと思いますが、ただ、

ナイトクルーズで来られる方がそれなりにいるなら、それとの連携、

まして、この四日市版ＭａａＳとの関係というのはあってもいいなと

いう気はします。 

四日市というと、商店街は、夜、やはり多くの方々が来られると思

いますので、そういう方々も念頭に置いておくといいんじゃないかな

と思いますね。そのほか、いかがでしょうか。 

面白い内容ができてきております。あとはいかに周知するかという

ことで、皆さんで知恵を出し合いながら知っていただくという工夫を

いただければと思います。ありがとうございました。 

それでは次に移りまして、自動運転実装に向けてということでお願

いいたします。 

事務局 改めて、本市での自動運転実装までのスケジュールを確認させてい

ただければと思いますので、再度３ページをお願いいたします。 

本市では、中央通りにおける回遊性向上を目的に、中央通り再編に

あわせた自動運転の実装を目指しており、再編完了予定の令和９年度

以降の実装を目指しております。そのため、ここからは自動運転の実

装に向けて検討していく必要があると考えられる項目について、キー

ワードをもとに、皆様と意見交換させていただければと存じます。 

３１ページをお願いいたします。 

まず、項目１は、運行時間・走行ルートになります。こちらでは、

「まちづくりとの連携」・「既存公共交通とのすみわけ」をキーワード

に意見交換させていただきたいと思います。 

３２ページをお願いいたします。 

まちづくりとの連携というキーワードにつきましては、現在、中心

市街地において、バスタプロジェクトやＪＲ四日市駅周辺再開発等を

含め、様々な事業が行われております。これらと連携した「運行時間」

や「走行ルート」を設定することが実装に求められると考えておりま

す。 

３３ページをお願いいたします。 

既存公共交通とのすみわけにつきましては、現在、既存のバスが運

行されている区間を水色で示しており、自動運転バスの走行想定エリ

アをピンクで示しております。既存交通を考慮した走行ルートを設定

する必要があると考えております。 

事項１の説明は以上となります。これらにつきまして、皆様からご

意見をいただければと存じます。 
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副委員長 

 

ありがとうございます。では、まずはこの運行時間、走行ルートに

関してご意見いただければと思いますが、これに関して、将来の実装

に向けて、こんなことを検討しないといけない、あるいはここがいい

のではないかといったアイデアをいただければと思いますが、いかが

でしょうか。なかなか抽象的で、難しいところではございますが。 

 

Ｂ氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

難しいと思います。恐らく、大きく２つあります。１つは、自動運

転を実装して、しっかり走れるようにするという。その先に、自動運

転ですから、今、国も推進しているレベル４運行というのがあります

から、そちらに向けてやっていく活動が１つと。あとは、よく定常運

行とか言われる、事業面を考える必要性がありますと。事業面を考え

た場合には、本当に交通としてやるのか、それとも、我々もいろんな

ところで、移動のエンタメ化というのか、今、ＶＲゴーグルを使って、

先ほどナイトクルーズみたいなのありましたけれども、夜だったらＶ

Ｒを使ってナイトクルーズの港まで行くと。それに対して、移動その

ものがもっとエンタメ化されているとたくさんお金を払ってくれる

とか。 

あとは車の中で、コンサートホールじゃないですが、横浜みなとみ

らいでは、自動運転をコンサートホールみたいに改造し、ＹＯＡＳＯ

ＢＩというアーティストの音楽を流して、それに乗りに来ると。移動

というのは２番目になっていて、音楽を聞きに来た結果移動していま

すと、そういうような形もありますし、事業面をどう考えるかという

のは、やはり各地で特色があると思っていますので、そこの、後者の

事業面というのは、今回、四日市さんのまちなか再編が終わるまでに、

皆様とどんな移動の形にするといいんだろうかというのは、ぜひ活発

な意見をお願いしたいなと思っておりますし、もう１個のスマートリ

ージョン・コアのほうでもワーキンググループをやっておりますけど

も、同じような議論をさせていただければと考えております。 

 

副委員長 ありがとうございます。ということでございますが、何か皆さん、

思いつきで結構ですので、ぜひご発言いただければと思いますが、こ

んなのがいいのではないかという、個人的なお考えで構いませんが、

いかがでしょうか。 

 

Ｆ委員 

 

 

 

 

前々から中央通りの再整備をしていく中で、中央通りの整備だけで

はなくて、もっと南北に、幅広く波及効果を出していくことが必要だ

と、これはまちづくりという意味でですね、そういうお話もたくさん

いただいております。 

そういった中で、ここの３２ページでいうと、エリアプラットフォ
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Ｆ委員 ームという、これは商店街の皆さん方と市も参加する協議体がござい

ます。その範囲でございますけれども、そういったところへ、どうい

うふうに中央通りの整備効果を波及させていくかということ、大きな

課題ですが、その１つのツールとしての自動運転というものがあろう

かと思います。こちらの中央通りだけの走行ではなくて、もう少し、

特に北側になるかと思いますが、どういうふうな走行をしていくの

か、諏訪新道のほうも含めてということを今後十分検討していく必要

があるなと思っていますが、そのような中で、新図書館につきまして

はご承知のように、スターアイランド跡地での計画が、これは少しで

きなくなってしまったというところで、新たな候補地として、この黄

色い諏訪新道と三滝通りの交差点付近、ここを候補地として進めてい

こうとしております。こういったところに、今後、用地買収等も必要

になってきますので、まだ確定ではございませんが、例えば、こうい

ったことをしていくことによって、少し、中央通りからより深く開発

の波及効果を持っていきたいと思っていますので、そういった観点か

らのご意見と申しますか。中央通り沿線だけではない持って行き方、

その辺りも今後十分ご議論いただければなというふうに思っており

ます。 

 

副委員長 ありがとうございます。ということでございますが、いかがでしょ

うか。なかなか難しい話題ではございますが、もう本当に思いつきで

結構ですので、いかがでしょうか。 

 

Ａ委員 そうですね、今Ｆ委員がおっしゃったことも踏まえてですが、３２

ページ、３３ページ拝見していて、３３ページですとピンクのゾーン

が、より、濃淡でいくと濃くなるというか、そういうことを目指して

いくということだと思いますが、範囲としては、やはりこのぐらいの、

３３ページのピンクのゾーンというのが、最大のゾーンなのでしょう

かね。私も中途半端なもの言いなんですが、その中で、どれだけ濃い

ピンクを広げていくかみたいな、そんな動き、考え方になるのでしょ

うか。 

 

事務局 そうですね、概ねこのピンクが中心市街地の中での、自動運転を行

うとしたら最大のエリアになってくるのかなというふうには考えて

おります。その中で、先ほどＦ委員からありました、新図書館である

とか、そういった目的地がある部分について、どういうふうに枝を広

げていくかというようなところ、中央通りを中心とした中で、どうや

って枝を広げていくところかなというふうに考えております。 
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Ａ委員 

 

今、新図書館と大学誘致というのもありましょうし、ＪＲ側の再開

発というのもあると思いますので、そういうことを考えると、一挙に

できるものではないなと思いますので、やはり、できるところから着

実にやっていくというのも基本的な考え方なのかなというふうな感

想です。また、市のいろいろなプロジェクトが動いていく過程でいく

と、そういう方法なんだろうなというふうに、一市民として思った感

じです。 

 

副委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どうもありがとうございました。そのほか、いかがですか。 

先ほど、既存の交通事業も配慮しながらとありましたが、配慮とい

うよりは、役割分担だと思っていまして、どこを従来型のバスで、ど

こを自動運転で、そこの役割を明確にして連携しないと意味がないと

思っております。それぞれがそれぞれ運行していたら、交通体系とし

ては閉ざされた交通体系になりますので、そこは一緒に考えていかな

いといけないと思っています。太い線ができるのであれば、やはり従

来の大型バスで運んで、そこは収益を上げてもらうと、そうじゃない

ところで、結局、自動運転バスがいくらで運行できるかというのが一

番大きいですが、結局、人件費分かかるのであれば、なかなかそこで

収益を上げるのは難しいよねということになってきて、その場合に

は、構造的には民間の交通事業とほぼほぼ競合的になってくるという

ことだと思うんです。そのため、その辺のコスト削減をどこまで実現

できるかによっても、どこに運行させることができるかというのも違

ってくるなというふうに思います。それが１点。 

もう１つは、将来のまちの姿を描いたときに、そのときに既存の交

通事業との役割分担、ここは民間バスさんでお願いしましょう、ここ

はタクシーでお願いしましょう、ここは自動運転でお願いしましょう

とか、あるいは時間帯ですよね。この時間はとてもじゃないけどドラ

イバーさんはいないから自動運転でお願いしましょうとか、そういう

のが出てくるんだろうなという気がしますので、もうちょっと全体が

見えてこないと難しいなという気はしております。けれども、私個人

的には、四日市の港の部分に期待しておりまして、先ほども港の話を

しましたが、やはり将来的にはこの港の発展を期待しておりまして、

そうすると、アクセスが不便だなと、そこにバスが通ってくれるかと

いうと、多分通ってくれそうにないな。そうすると、ここに自動運転

というのはあり得るのかなというような気もしないでもないと言っ

たところでありますが、これはかなり先の話になってしまいますよ

ね。なので、差し当たってはこの令和９年ということでありましたの

で、ここに向けてというところですと、先ほどの話のように、まずは

やれるところからというのが現実的かなという気もしないでもない
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副委員長 ですね。 

ただ、夏の間に近鉄四日市とＪＲの四日市を安い値段、１００円と

かでピストンは絶対使いますね。乗り切れないかもしれない。ただ、

夏の暑いときだけでさわやかなときはみんな歩いちゃうということ

かもしれませんけど。 

そのほか、よろしいでしょうか。またご意見ありましたらお願いし

たいと思いますが、では、続きまして、運行管理体制でお願いします。 

 

 

事務局 それでは、３４ページをお願いいたします。 

次に、運行管理体制につきまして、先ほども少し話が出ましたけれ

ども、「運賃」・「その他収入」をキーワードに意見交換させていただ

ければと思います。 

こちらは、定常運行している他市町の状況を掲載しております。近

隣で定常運行されている岐阜市さまや日進市さまでは、地元の交通事

業者さまが運行等を行い、また国の補助を活用し、運賃は無料で行わ

れております。マクニカさまが受託している常陸太田市さまでは、み

つばモビリティさまが運行等を行い、国の補助を活用し、運行されて

おります。また、本市でも使用しているＡＲＭＡの車両を使っていち

早く定常運行された茨城県境町さまでは、セネックさまが運行等を行

い、国の補助やふるさと納税を活用して運行されております。レベル

４での運行をいち早くされている福井県永平寺町さまでは、まちづく

り会社さまが運行等をされており、国の事業として行われておりま

す。 

項目２の説明は以上となります。 

 

副委員長 ということで、四日市はどれがふさわしいかという、ちょっと先の

話ですが、もしご意見ございましたらお願いしたいと思いますが、い

かがでしょうか。ちょっと難しいですね。次の話題と一緒にいきまし

ょうか。 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

では、併せて３５ページをお願いいたします。 

目指す移動サービスについて、「他のモビリティとの連携と予約」、

また、「移動への付加価値をキーワード」に意見交換させていただけ

ればと思います。 

他のモビリティとの連携や自動運転バスの予約につきましては、先

ほどご説明させていただいた四日市版ＭａａＳとの連携が必要にな

ると考えております。資料下段には、定常運行している他市町の予約

の状況を取りまとめております。 
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事務局 ３６ページをお願いいたします。 

移動への付加価値につきましては、単なる移動ではなく、移動を楽

しんでもらえるような仕掛けをしていく必要があると考えており、こ

ちらには例として、車両のラッピングや車内のモニターを活用した映

像放映を挙げさせていただいておりますが、その他にもご提案等をい

ただければと思います。 

 

副委員長 ありがとうございます。ということで、冒頭にＢ氏のほうからもお

話がありましたが、単なる移動サービスなのか、移動をエンタメ化す

るかといったところもここに関係してきて、当然、それによって運行

主体、運行管理体制というのも異なってくるんだろうな、あるいはど

こが運行するかというのも異なってくるんだろうなと思いますが、こ

れは本当に自由で構いませんので、この四日市市にとってどんなもの

があればいいかといったことも含めて、全く個人的なご意見で構いま

せんので、ご意見いただければと思いますが、いかがでしょうか。 

 

Ｃ委員 気軽に乗れて、心地よく乗れるというのがベストかなと思うので、

そうなっていくと、どんどんどんどん自分も歩くことがなくなってき

て、今度は、自分が歩かないって、それはいいのかとなってくるので、

難しいところですが、本当に快適に移動できるというのがいいのかな

とは思います。 

 

副委員長 ありがとうございます。短い距離を快適に移動できるような、そん

な環境が整うといいなということだそうです。特にこの市内の中での

移動ということです。ありがとうございます。 

 

Ｇ委員  全体的なところにもなりますが、先ほどの、運行時間とかというと

ころを考えておりましたが、夜間の、繁華街の中でというと、酔っ払

いの方が非常に多い中で、車両に対していたずらされたりとか、人が

縦横無尽に道路を歩いているので、全然バスが進めないとか、そうい

うふうなことなんかも出てくるのかなというふうなことを思いなが

ら聞いておって、何というんですかね、自動運転の車両に対する市民

の方の理解というのも、併せて求めていかなあかんのかなというふう

なところも感じました。 

 あと、運行管理体制のところ、３４ページですか、各地で実際に動

かれておるんですけど、四日市が目指すべき自動運転のところと似通

った地域というのは、果たしてどこになるのでしょうか。 
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Ｂ氏 似ているところは、私のイメージで恐縮ですけれども、広島県呉市

は雰囲気がすごく似ているなと、商店街もあって、呉の駅から市役所

まで１キロ弱あって、何かこう、すごく似ていて、そちらでも我々今、

実証実験を毎年やっておりますが、あそこはたしかバスタができます

と。四日市さんよりもう少し規模は小さいですが、バスタができて、

駅前にそごうがありましたが、それがなくなって、今また新しいつく

り変えをやっているというような形で、似ていますが、ただ、やはり

まちによって目指すべき姿というのが、若干ビジョンが違いますの

で、それに併せて自動運転の活用も、もう少し交通寄りに活用されよ

うと考えていらっしゃるような市町さんと、もう少しこう、先ほどエ

ンタメ化と申しましたけれども、あれに乗りたいといって乗ってくる

ような、賑わいの創出に向けた自動運転の活用というのをやられる方

で、これはまちによって、そこが少し変わってくるかなという印象で

す。 

 

Ｇ委員 そういうところを参考にしながら考えていく必要があると思いま

すので、ありがとうございました。 

 

副委員長 夜間の酔っ払いに対する対応というのは大事だという、そういう問

題も。今は夜やってないからいいんですが、そこを自動運転でどこま

でできるかって、すごく重要なテーマですね。今はそれをドライバー

さんたちがみんなちゃんとやってくれているということですね。逆に

言うと、本当にすばらしい仕事だと思います。ありがとうございます。 

 

Ｈ委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理想的なことを言いますと、今、タクシーＧＯとかっていうアプリ

あるじゃないですか。何ていうんですか、タクシーＧＯみたいなもの

で入れると、バスが来て、そこで短時間乗っていろいろ行けるという

のが、自動運転でやれれば一番いいとは思います。それを、変な話２

４時間サービスしてもらうと一番いいかなとは思いますが、ただ、今

おっしゃったように深夜に無人で運行していると、変な話、犯罪の温

床になったりする場合もありますし、そういうことはいろいろ考えな

きゃいけないとは思います。 

 もう１つは、ご高齢者が、いわゆるスマホのリテラシーが低いと、

何でもかんでもスマホでできるというふうになっちゃうと、お年寄り

の方はそういう、スマホ使えないと、また、それはそれで、スマホ難

民みたいな形になると、これもまた困ったなという気はしてしまい、

公共サービスで行うときにはそういうことも考えなきゃいけない、そ

の２つは結構、問題としてあるなというふうには思っています。 

 今、私は桑名駅を結構使いますが、本当に桑名駅にタクシーがいな
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Ｈ委員 くて、夜帰ってくると大変です。だからどうしても、北勢線がある時

間に帰ってこないと本当に難民になってしまいますので、そういうこ

とがありますので、特に地方は、自動運転でそういうのが解消される

と、結構利便性が高いかなというふうに個人的には思っています。 

副委員長 なるほど、令和９年度がどういう状況になるか分からないですが、

タクシーあるいはバスのドライバーの方々がどういう状況になるか、

そうすると、そこの隙間を埋めるようなニーズというのが出てくる可

能性があるということですね。おっしゃられるとおりですね。あと、

究極的には呼べば来てくれる、本当にそのとおりだと思いますが、あ

りがとうございました。 

 

Ｉオブザーバー 警察の立場抜きって言われると、ちょっとあれなんですけど、警察

の立場で言わせてもらうと、やはり事故のないような安全な車が、自

動運転が進むと事故がなくなっていくので、それが一番かなと警察的

には思っております。 

 また、高齢者の話も出ていましたけども、高齢者の免許証の自主返

納、今、テレビで高速道路逆走とか、踏み間違えとか、いろいろな高

齢者の事故が多くなっておりますので、この自動運転が進めば、高齢

者の免許の自主返納の促進にもつながって、将来、交通事故で亡くな

られる方も減るのかなというふうに考えておりますので、高齢者に利

用できるような社会になればいいかなと思っております。 

 以上です。 

 

副委員長 ありがとうございます。自動運転の中で、まちの中での高齢者とい

う位置づけは必ずしも明確ではなかったなと思いますが、確かに高齢

者の方々が、車をやめて、公共交通でまちへ来た。ただ、まちの中の

距離感が、特に図書館もそうですが、ちょっとあるので、そこを気軽

に乗れるような移動手段があるというのも大事だなと。おっしゃられ

るとおりかなと思います。 

 それから、自動運転に監視の機能を持たせると犯罪抑止にもつなが

るというご意見をいただきましたが、確かにそういう可能性もあっ

て、まちをパトロールするというような機能も付加するというのもあ

るんだなと思いました。ありがとうございました。 

 

Ｊ委員 途中のところの部分になりますが、これ、雨の日の運行というのは

どうなりますか。雨の日は全然運行しないですか。 

 

Ｂ氏 

 

雨の日は、技術改善が少しずつ進んでいて、小雨とか、そういう状

況であれば運行は可能です。ただ、例えばゲリラ豪雨とかが来ると障
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Ｂ氏 害物と認識してしまって、自動運転で走行することが難しくなります

ので、そうすると、いわゆるＯＤＤという、自動運転で走れる範囲は

こういう形ですよという中の、運行条件の中に、今雨は何ミリまでと

か、小雨までとか、そういう条件を持って今は運行しております。 

 将来は、レベル４という運行で考えた場合には、先ほどの技術的な

改善がどんどん進んでいっておりますので、どこまでの雨に対して運

行ができるかというのは、今、明言は難しいんですが、改善はしてい

っていますので、雨が多少強くなっても走れるケースが増えてくるか

なというような想定です。 

 

Ｊ委員 暑い日というのもありますが、やはり雨の日であったりとか、そう

いった天候状況に左右されない乗り物になればいいのかなというふ

うに思いました。あとは、当然地域をつなぐものにもなりますし、そ

れ以降、これから観光にもつなげられる設備になればなというふうに

感じたところでございます。 

 以上です。 

 

副委員長 ありがとうございます。地域の移動、さらに観光、両取りというの

を目指したほうがいいということでございます。ありがとうございま

す。 

 

Ｋ委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校の立場でお話しさせていただきたいと思います。私ども、浜田

町に拠点がありますが、寮は、少しでも離れたほうがよいということ

で、ＪＲ側にかなり規模のある学生寮を持っています。そこから学校

へ通うのに、特に、そこは外国人専用、留学生専用の寮にしています

から、全員自転車になります。出発点にも大駐輪場が要る、学校へや

ってくると、ここが難儀になりますが、浜田町の中心部で大駐輪場が

２つ要るわけになります。自動運転が行われた場合、これの解消にな

るかどうか。 

 大体、外国人留学生の比率は増大していっています。スタート時点

は、１００人でしたが、現在は１５０、いっぱいいます。次の法務省

のルールでいくと、入管ですね、２２５まで拡大する。いろんな諸条

件はあるんでしょうけれども、拡大の方向ですよねということになっ

た場合、浜田町側でもう自転車のキャパがないんです。今のところ、

まだＪＲ側では入手ができる。費用ロスになります。 

 自動運転が実装されたときに何回運行していただくかによって、自

転車の台数が変わるのか。今度は授業が終わってから自転車で、いろ

んなところへアルバイトに行きますから、そうすると、その場所がど

こかとか、このピンクで示していただいたエリアで、大体、今のとこ
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Ｋ委員 

 

ろは非常に、外国人留学生に対するアルバイト需要は高いので、皆さ

ん方、コンビニに行っていただくと、ほぼ、外国人の場合はうちの学

生だと思います。それならば、まだ歩いてはいける。ただし、ちょっ

と離れたところは自転車を使っているんです。足の丈夫な子たちが多

いので、自転車で十分なのかもしれませんが、一体、我々の仕事側と

すれば、自動運転バスの路線と、それ以外の移動手段、どうやって調

和をとっていけるかなと、費用は無料というのも多いですけどね。無

料だと乗っちゃうと思います。そうするとパンクする可能性も、ほか

の人に迷惑をかける可能性も出てくるという問題も抱えることにな

るだろうということで、ここから先の社会実装が行われていく形の中

で、試験走行ではなく、試験走行に外国人乗ったことあるでしょうか。 

 

Ｂ氏 乗っていたかもしれないです。でも、まれですね、記憶にはないで

す。 

 

Ｋ委員 今度、案内しましょうか。どういうふうになるか。 

 

Ｂ氏 お願いします。 

 

Ｋ委員 そういうふうに具体的に進んでいく中で、我々も考えなきゃいけな

いことが、出てくるなということは考えています。 

 それと西口広場からの出発について、１つ心配事がありますが、私

は近鉄へ行くときに、必ず駐車場にコインパーキングがあるので、そ

こへ停めています。わりと空いていまして、お金がかかるから、そこ

へ停めてから行きます。ただ、出るときが大変で、近鉄の駐車場側か

ら車が来るんですね。入ってくるほうも多いけれども、これは関係な

いので。出ていくときに、広場から出ようとすると、直進していく車

のほうが優先なります。彼らが全部出ていったときに左折をして出よ

うとすると、信号がものすごく短いです。そこは矢印信号がついてな

いんです。だから、疑問点があるのは、実際１０月に運行されるとし

たときに、信号協調ではなくて、信号時間の変更、こういったことが

可能かどうかというチェックはされておかないと、方法はあると思い

ますが、出て待つというのも現実的にどうかなというのを検討いただ

きたいと思います。 

 

副委員長 

 

 

 

ありがとうございます。このまちなかの移動を、学生さんたちの移

動があるというので、そういったものへの対応の検討も必要だという

ことであります。自動運転でやるのか、そのほかなんかもありますが、

しかし、ゆくゆくは大学が来れば当然同じような問題も出てくるだろ
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副委員長 うというのもあるかと思います。 

 それから実証運行に関しては、駅から出ていくときの信号との兼ね

合いというのも、検証というか精査いただくといいかもしれません。

多分、自動運転は加速しませんので、必ず止まるということですね。

ですから、あそこのバス停を出たら、近鉄百貨店の車をやり過ごして

やっと出て、必ず止まって、それから曲がっていくという、そんなイ

メージですかね。ということになるかと思いますが、それで事実運用

上問題ないのか、またご検討ください。どうもありがとうございまし

た。 

 

Ａ委員 ４ページを拝見していて、行ったことのないところもありますの

で、想像ですが、やっぱり、全く四日市と同じではないだろうなとい

うふうに想像しています。今、皆さんがご意見を述べられましたが、

やはり、まず安全で、便利で、安価でというのが利用の前提になると

思います。ここで、今の安全で便利で安いということですから、安全

はもちろん、事故なくということですけど、利便性でいくとＨ委員が

おっしゃったように、だんだん求めるところが高くなってくる部分あ

ると思います。そうなったときに、３４ページを拝見すると、運賃が

無料ということになっていますが、補助金があって成り立つわけで、

実際にその事業費ってどれぐらいかかるのかなと。実際の費用がどれ

ぐらいかかっているのかというのは前提に置かないと、運賃の設定も

できないと思います。これも固定的ではないかなというふうにも思っ

ていまして、国の補助金もいつまでもらえるか分かりませんでしょう

し、そういうところは柔軟に考えていく必要があるのかなと思ってい

ます。そういうのも、長期的に、利用者というか市民の皆さんにもご

説明いただく必要があるのかなというふうなことを思いました。いつ

までも無料というのは無理だと思いますし、というふうに思ったとこ

ろです。 

 とにかく、利用者というのは便利でないと使わないだろうなと思い

ます。そこのところが、今の実験を積み重ねていくことで、ニーズと

いうのをきちんとつかんでやっていくということだと思いますから、

今の動きで何か問題があるということではないんですが、よりニーズ

というか、そういうのをつかむ必要があるのかなと思いました。 

 以上です。 

 

副委員長 

 

 

 

ありがとうございます。本格運行に当たっては、もちろん当初は国

の補助金があてになるのかもしれませんが、その後のことも考えれば

事業費というのも念頭に置いてという、それから本質的に、安全で、

便利で、安く、そういった運行を目指してほしいということでござい



31 

 

副委員長 ます。ありがとうございました。 

 

Ｆ委員 

 

私も個人的な意見ということですが、やはり、四日市はビジネスマ

ンが多いですから、ビジネスマンの需要が何かないのかなと、バス利

用に対して、自動運転というのがいつも思います。この前、ある会社

の社長さんに会ったら、その方は従来、出張でずっと四日市に来てい

たと。今回、子会社ということなんですが、四日市の社長に就いたと。

ただ、四日市には月１回ぐらい来ていたんですが、ほとんど駅と会社

との往復で、ほとんど四日市のまちを知らないんだと。今回、四日市

に赴任で、社長に来たので、いろいろ四日市のことを知りたいとおっ

しゃっていましたが、そんなもんなんだろうなと。ビジネスマンの方

って、自分の用があるところに行って、それで帰っていく。飲みに行

くかもしれませんが、そんな感じだなと。だから、これは市がやるべ

きかもしれませんが、四日市の中心街を少し周遊するような、ここに

文化会館があって、ここに将来、新図書館ができるかどうかは分かり

ません。それから港がここにあるんですよみたいな、そういったこと

を簡単に紹介するような、観光といえば観光なんですが、そういうこ

とが、今、人をつけてたら大変ですが、自動運転ならひょっとしたら

できるかもしれないなという思いが、個人的にしていまして、そうい

った意味で四日市を紹介するような、それは移動というよりは、その

バスに乗ると、目的化するという意味合いもあるかもしれませんの

で、そういったことができないかなということをちょっと思ったりも

していました。 

今日、たくさんご意見頂戴しましたので、夢のある自動運転にして

いけたらなというのが基本ですね。よろしくお願いいたします。 

 

副委員長 ということでございます。ありがとうございました。 

 ウェブ参加の方、もし、自分の個人的な思いでもいいので、お話し

したいということがございましたら、よろしいですかね。 

 

Ｌオブザーバー 

 

 

 

 

 

 

 

 

私、昨年度も四日市市へ自動運転に乗りに行かせていただいたんで

すが、そのときにも少し感じたのは、スピードがそんなに出ないなと

いうところは少し感じていまして、この四日市の中央通りの再編に当

たっては、かなりウォーカブルな空間にしていただくという計画にな

っていて、車線を大きく絞るという計画になっているかなと思うの

で、南側に１車１車の車道を設けられると思いますが、そういった中

で、今後自動運転を、恐らく走らせるルートに入ってくるのかなとは

思いますが、やはり後ろに渋滞が生じてしまうとか、一般車両に対し

てどうケアするのかとか、そういったところの仮説検証とか、そうい
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Ｌオブザーバー う交通への影響、一般車両への交通への影響というのも忘れずに検討

していかなければいけないかなと思っていますので、中央通りの再編

が終わった後の実装を目指す上では、そういったところへの仮説検証

とかも進めていっていただけるといいのかなというふうに思ってお

ります。 

 以上です。 

 

副委員長 ありがとうございました。貴重なご意見だったと思います。実装に

向けては一般車への影響、どのような運行ルートになるのかによっ

て、一般車への影響というのが大きくなる可能性があるので、そこも

含めた形で検証を進め、そして実装してくださいということだったと

思います。今のところ、そういったところは確かに検証されているか

もしれませんが、報告はございませんでしたので、少し一般車への影

響といった視点も考えながら、今年度の実証実験を進めていただけれ

ばと思います。どうもありがとうございました。 

 

Ｍ委員 先ほどから既にお話が出ていたと思いますけれども、ＪＲ四日市側

に大学の拠点ができるということで、それは何年先になるかというの

は、まだはっきり決まってないとは思いますが、そうすると、愛知県

から来る学生はＪＲで来ると思いますが、三重県の学生は恐らく近鉄

沿線の方もいると思うので、近鉄からやはりＪＲの自動運転の事業と

いうのはすごくあるんじゃないかなと思います。なので、今まではち

ょっと学生目線での、例えば試乗とかそういうのがあんまりなかった

かなと思うので、学生に乗ってもらって、どうかというのもちょっと

評価していくといいのかなというふうに思いました。 

 以上です。 

 

副委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ありがとうございます。おっしゃられるとおり学生ということで、

通学での利用というのを前提に評価しようと。そういう意味では留学

生にも使っていただくと。そういった視点も、今年度またご検討いた

だければと思います。ただ、通学需要に耐えられるかというのがある

ので、特に雨の日に使われたりすると大変なので、その辺の案内をど

うするかというのは要検討ですが、そういった視点での評価というの

は確かにあってもいいなと思いました。また、関係機関とご協議くだ

さい。ありがとうございました。 

 そのほか、よろしいでしょうか。ありがとうございました。すいま

せん、予定の時間を大分進んでおりまして、まだ残りがございますの

で、速やかにお願いしたいと思います。 

 では、事項２「自動運転の動向について」ということで、お願いし
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副委員長 たいと思います。 

 

 事項２‐１について説明 

 

副委員長 どうもありがとうございました。人口当たりの事故ワースト２とい

うのは私も知りませんでした。これは、皆さんでぜひ情報共有して、

事故減少に向けて一丸となって取り組んでいただければと思います。

それからレベル４に関して、申請で可能になってきているということ

でございます。今回の実証実験では、今のところ明確にはレベル４と

いうのはありませんが、そういう意味では可能になってきた土壌がで

きつつあるので、ぜひ、関係機関と協力しながらレベル４、この四日

市でも実現いただければというふうに思っております。ありがとうご

ざいました。 

 

 事項２‐２について説明 

 

副委員長 

 

ありがとうございます。たくさん資料をいただき、そして簡潔にご

説明いただきありがとうございます。世界の動向、そして日本が、今

レベル４に向けて力を入れているという状況がよく理解できたと思

います。ありがとうございました。何か皆様方、よろしければ、ござ

いますでしょうか。 

 ありがとうございました。すいません、最後のほう、ちょっと駆け

足になってしまいましたが、これで予定の議題は全て終了となりま

す。皆様方、今日もたくさん貴重なご意見いただいたと思います。特

に実証実験に向けていただいた意見を反映して、さらに検討を進めて

いただいて、よい実験ができるように期待したいと思います。どうも

ありがとうございました。 

 それでは、皆様方に感謝申し上げまして、私の進行を終了といたし

ます。進行を事務局にお返しいたします。 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日、お昼を回りましたが、長時間にわたり熱心なご議論、たくさ

んのご意見ありがとうございました。 

 本日、皆さんからいただきました意見を踏まえまして、今年度の実

験、よりよいものにしてやっていきたいというふうに改めて感じたと

ころでございます。今年度の実証実験につきましては、また、詳細の

ほうが決まりましたら皆様のほうにもお伝えをさせていただきます。

また実験のときには、ぜひ参加のほうもよろしくお願いをしたいと思

います。 

 本日はご多用の中、本当にありがとうございました。 
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事務局  以上をもちまして第１０回自動運転導入検討会議を終了させてい

ただきます。どうもありがとうございました。 

 


